
合唱専門部
                        合唱専門部副部長  庄司 一枝

１  合唱講習会

期 日 ①８月 23日 庄内地区

②１月 27日 庄内地区

     ③１月 20日 内陸地区

会 場 ①庄内地区参加各校

     ②鶴岡南高、鶴岡北高

     ③山形西高

講 師 ①②加藤 隼人 氏

     ③佐藤 容子 氏

参加校 ①②庄内地区 各校

③内陸地区 山形東、山形北、

山形西

２ 置賜地区高校合唱祭

期 日 6月 11日、12月 24日

会 場 米沢興譲館高講堂（6月）

     米沢市民文化会館（12月）

参加校 米沢興譲館、米沢東、米沢中央、

長井 約 55名

３ 田川地区高校合唱祭

期 日 12月 23日

会 場 荘銀本店ホール

出演校 田川地区高校 約 60名

    ※田川地区中学生合同合唱団を

招待

４ パートリーダー講習会

期 日 3月 28日

会 場 鶴岡タクト（小ホール・練習室・

会議室）

参加校 県内各校

講 師 各校顧問

５ 全日本合唱コンクール山形県大会

期 日 8月 20日

会 場 山形テルサ

審査員 佐々木 正利 氏

辻   秀幸 氏

深瀬  廉 氏

成 績 金賞 鶴岡北高校（代表・齋藤杯）

山形西高校（代表）

        羽黒高校（代表）

鶴岡南高校（代表）

銀賞 酒田西・酒田東高校（合同）

山形東・山形北高校（合同）

銅賞 鶴岡中央高校

６ 全日本合唱コンクール東北支部大会

期 日 9月 29日

会 場 あきた芸術劇場ミルハス

成 績 銀賞 山形西高校

鶴岡南高校

銅賞 羽黒高校

        鶴岡北高校

７ 全日本合唱コンクール全国大会視察

  研修

期 日 10月 28日～29日

会 場 高松市 レクザムホール（大）

参加者 山形西高校 生徒２名、引率 1名

８ 山形県声楽アンサンブルフェスティバ

ル

期 日 2月 12日

会 場 山形テルサ テルサホール

講評者 吉川 和夫 氏

     名倉 明子 氏



「全国大会視察研修で得たもの」

山形西高校      1年 渡邉 光

私はこの度、県合唱専門部の強化事業と

して、全日本合唱コンクール全国大会視察

研修という貴重な機会を与えていただきま

した。この経験で自分の中に新しく決意が

生まれました。

私が特に惹かれたのは、埼玉県立松山女

子高等学校さんの演奏です。女声 102 名と

いう大人数でもまとまりがあり、会場の空

気を歌声で満たす演奏でした。組曲の中で

楽曲ごとに声色、表情が変化する演奏に圧

倒されました。私はこの演奏を聴いて、自分

の感情を全身で表現することの大切さ気付

きました。それは、私たち山形西高校音楽部

のモットーである「歌は愛です心です」その

ものだと感じました。その楽曲について深

く知り、考え、表現することを楽しむという

ことが、私たちの「愛」と「心」が込められ

た演奏をつくる上で大切だと改めて思いま

した。

閉会式を待つ間、全国大会の「歌い回し」

も鑑賞しました。東北大会では、コロナ明け

初となる歌い回しに参加しましたが、その

時とはまた違った特別な時間を過ごすこと

ができました。それぞれの高校さんが個性

あふれる楽曲を自由に歌い、会場が一体と

なって手を振り、手拍子をしながら楽しむ

幸せな時間はいつまでも忘れません。多く

人々の心を繋ぐ合唱の力を改めて感じまし

た。

この経験を通して生まれた私の新たな決

意は、「来年こそは全国大会のステージで歌

う」ということです。今回学んだ全国大会の

レベルや空気感を自分の力に変えていきた

いです。その力を部全体に、さらに県全体へ

と広げていきたいです。

これからは全国大会のステージで「愛」と

「心」を込めた演奏をする自分自身の姿を

思い浮かべながら、日々練習に励んでいき

ます。

「庄内地区合唱専門部の活動」

羽黒高校     合唱部顧問 春山連

庄内地区では現在 7 つの高校で合唱部の

活動が行われています。専門部では各校の

相互交流とレベルアップを目的として、年 2

回の合唱講習会、夏のコンクール試演会、12

月の田川地区高校合唱祭などの事業を行っ

ています。コンクールでこそ互いにライバ

ルとなりますが、基本はこの地域で合唱を

愛する仲間という意識で互いに切磋琢磨し

ています。

12月 23日には、荘銀本店ホールを会場に

「第 48回田川地区高等学校合唱祭」を開催

しました。鶴岡南・鶴岡北・鶴岡中央・鶴岡

東・羽黒・酒田東の各校の演奏に加え、鶴岡

ジュニア合唱団（田川地区中学校の合同合

唱団）の招待演奏、顧問教員のアンサンブル

「タガワスコラーズ」の発表などもありま

した。また、4年ぶりに全体合唱も行うこと

ができました。

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、

ここ数年部活動にも様々な制約がありまし

た。また特に地区の合唱部員数の減少は大

きな課題となっています。そのような状況

の中、中高生が演奏を発表しお互い刺激し

合いながら地区の合唱部活動を盛り上げて

いく場として、地区の合唱祭は大きな役割

を担っています。

写真：第 48回田川地区高等学校合唱祭

鶴岡南高校・鶴岡北高校 合同演奏


